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This paper extends in Bekki (2010), and presents the CCG framework of Japanese syntactic features and lexicon
for honorifics. We also attempt to establish compositional semantics for.

1. 背景

1.1 敬語
日本語の各敬語表現には、どのような状況下で使えるかという

使用条件がある。そしてこれらは戸次 (2008) [1] のように意味
論的前提 (presupposition) もしくは慣習的含み (conventional

implicature) として定式化し得ると考えられる。日本語文法
の記述体系として、戸次 (2010) [2] は組み合わせ範疇文法
(Combinatory Categorial Grammar、以下 CCG) と動的意
味論による分析を与えた。本稿では、その拡張として日本語の敬
語表現のための統語素性と語彙項目を提案する。戸次 (2008)[1]

では敬語を含む待遇表現の意味表示を与えているが、「お」「ご」
等の接頭語、「になる」「する」 のような活用語尾の分解まで
は示されていない。本論文では、その課題を解決するととも
に、主な敬語表現に統語範疇を割り当て、意味論についての考
察も行う。
なお、敬語を分析するにあたり、文化審議会 (2007) [3] に

基づき敬語を表 1のように分類する ∗1。

1.2 CCG
本研究では文法記述の枠組みとして CCGを用いる (Steed-

man [4]、 戸次 [2])。CCGは語彙化文法であり、組み合わせ
規則と語彙項目からなる。規則のうち主要なものを抜粋したも
のが図 1である。また $ 記法と呼ばれる略記法を用いる。X/$
はX、X/Y、X/Y/Z、...、X\$はX\Y、X\Y \Z、... と
いった統語範疇を一般化して表したものである。

1.3 DTS
本研究では、意味表示の枠組みとして、自然言語の証明論的意

味論の一つである依存型意味論 (Dependent Type Semantics,

DTS) (Bekki [5]) を用いる。また、‘α オペレータ’ と呼ばれ
る、意味論的前提を表すことのできる仕組みを用いることによ
り、その敬語表現が高める/低める対象を表すこととする。

連絡先: watanabe.narumi@is.ocha.ac.jp,bekki@is.ocha.ac.jp
∗1 「謙譲語」「丁重語」はそれぞれ「謙譲語 A」「謙譲語 B」と呼ばれること
もある

分類 上位 下位 例
尊敬語 ガ格名詞句 話者 お帰りになる、仰る
謙譲語 ニ・ヲ格名詞句 ガ格名詞句、 お待ちする、申し上げる

話者
丁重語 聞き手 話者、 いたす、申す

ガ格名詞句
丁寧語 聞き手 話者 です、ます
美化語 – – お菓子、ご飯

表 1: 敬語の分類

（順・逆関数適用規則）
X/Y Y : a

X : fa
>

Y : a X\Y : f
X : fa

<

（（順・逆）関数合成規則）
X/Y : f Y/Z : g

X/Z : λx.f(gx)
>B

Y \Z : g X\Y : f

X\Z : λx.f(gx)
<B

（等位接続規則）
X : f1 ... CONJ : ◦ X : fm
X : λx⃗.(f1x⃗) ◦ ... ◦ (fmx⃗)

<Φ> ただし 1 < m

図 1: CCGの規則

2. 敬語の統語的分析

2.1 動詞につく「お」「ご」
敬語全体に関わるものとして、まず「お」「ご」の語彙項目

を与える。

(1) a. 先生をお待ちする（お+和語連用形）

b. 先生をお待たせする（お+和語動詞使役接続形）

c. 先生が学生にお慕われになる（お+和語動詞受動
接続形）

d. 先生にご連絡する（ご+漢語動詞語幹）

このように、動詞に「お」「ご」がつけられる場合として「お+

和語連用形」「お+和語動詞使役接続形」「お+和語動詞受動接
続形」「ご+漢語動詞語幹」の形が考えられる。ただし、使役
接続形と受動接続形は、その後ろに空範疇が付随することに
より、一段活用連用形となる。よって「お＋和語連用形」と
「ご＋漢語動詞語幹」の二つにまとめることができる。これら
を敬語語幹と呼び、S の活用形素性値として新たに honを加
える。すると語彙項目は以下のように与えられる。
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(2) お ⊢ Shon\$/(Scont
+O

\$) : id

ご ⊢ Shon\$/(Sstem
+G

\$) : id

ここで、「お」「ご」の付随し得る各単語にはそれぞれ +O、
+Gの素性が与えられているものとする ∗2。

2.2 尊敬語
2.2.1 尊敬状詞
「お/ご+動詞」は、ダノ状詞 ∗3 に近い活用をする。ただし
状詞が通常接続する「– にする」の形のみ、容認可能性が低い。

(3) a.お待ちだ（お＋和語連用形＋だ）
b.お待ちの品（お＋和語連用形＋の＋名詞句）
c.お待ちになる（お＋和語連用形＋になる）
d.*お待ちにする（お＋和語連用形＋にする）

よって新たに「尊敬状詞」というものを考え、「お/ご – 」に
空範疇が接続されることで尊敬状詞になるとする。そして尊敬
状詞には+hnの素性を与える。「にする」には-hnの素性が与
えられ、よって尊敬状詞とは接続しない。

(4) ϕ ⊢ Sn::da | no
stem
+hn

\NPga\$\(Shon\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(x)∧down(sp)

ここで、spは話し手を表す定数である。また聞き手を表す
定数として、hrr を用いる。
戸次 [2] の状詞についての分析に従い、活用語尾が以下のよう
に与えられる。

(5) 「お/ご – になる」
に ⊢ S

1
ni
± hn

\S
n::da:: 1
stem
±hn

: id

な ⊢ S v::5::r
stem

\S n::da
ni
±n,±T,±hn

: λPλeϵe′.naru(e, Pe′)

(6) 「お/ご – だ（です）」
だ ⊢ S

1
term

\S
n::da:: 1
stem
± hn

: id

です ⊢ S
1
term
+p

\S
n::da:: 1
stem
± hn

: id

(7) 「お/ご – の＋名詞」
の ⊢ S

1
attr

\S
n::no:: 1
stem
± hn

: id

2.2.2 その他の尊敬語
以下、その他の主な尊敬語の言い回しについて語彙項目を

与える。まず「(お/ご) – なさる」のパターンとして、以下が
考えられる。

∗2 +O/+G は和語/漢語という区別と大まかに対応するが、その境界は一致
しない。「お返事」「ご返事」のように「お」「ご」 の両方が接続する例、「お
茶」のように漢語由来でありながら「お」が接続する例、などが存在する

∗3 「～だ」「～で」に接続し、「～の」が連体節をなす状詞のこと。詳しくは
[2]pp.97 参照。

(8) a.待ちなさる（連用形＋なさる）
b.お待ちなさる（お＋和語連用形＋なさる）
c.出席しなさる（連用形＋なさる）
d.出席なさる（サ変語幹＋なさる）
e.ご出席なさる（ご＋サ変語幹＋なさる）

これらは (i)「連用形＋なさる」（8a,8c）、(ii)「敬語語幹＋
なさる」（8b,8e）、(iii)「サ変＋なさる」（8d）の三つに分けら
れる。

(9) 「(お/ご) – なさる」
なさ ⊢ S v::5::NAS

stem

\NPga\$\(S v hon v::S
cont stem stem

\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(x)∧down(sp)

動詞性接尾語「－（ら）れる」は、受動態の場合と同じよう
に活用する ∗4。

(10) 「 – (ら)れる」
れ ⊢ S v::1

stem

\NPga\$\(Svo::r\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(x)∧down(sp)

2.3 謙譲語
「お/ご – する」は「敬語語幹＋する」と考えられ、サ変の

ように活用する。

(11) 「お/ご – する」
し ⊢ S v :: S

neg | cont | euph::t
　 \NPga\$\(Shon\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(y)∧down(sp)∧down(x)

（ただし y ∈ y⃗）
する ⊢ S v :: S

term | attr
\NPga\$\(Shon\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(y)∧down(sp)∧down(x)

（ただし y ∈ y⃗）
...（以下サ変と同様に活用する）

尊敬状詞のときのように空範疇を使い、「お/ご ＋ – ＋ ϕ」
でサ変となるようにはしない。これは、前節で見たように、尊
敬語である「– なさる」がサ変を接続するからである。

(12) 「お/ご – 申し上げる」
申し上げ ⊢ S v::1

stem

\NPga\$\(Shon\NPga\$)

: (λP )(λy⃗)(λx)(λc)P y⃗xc ∧ αup(y)∧down(sp)∧down(x)

（ただし y ∈ y⃗）

2.4 丁重語
「– いたす」の形としては、「サ変＋いたす」及び「お/ご –

（敬語語幹）＋いたす」が考えられる。

(13) 「– いたす」
いた ⊢ Sv::5::s

stem

\$\(S v::S
stem

\$) : (λP )(λx⃗)(λc)P x⃗c ∧ αup(hrr)∧down(up)

いた ⊢ Sv::5::s
stem

\$\(Shon\$) : (λP )(λx⃗)(λc)P x⃗c ∧ αup(hrr)∧down(up)

2.5 丁寧語
戸次 [2] において、丁寧語は統語素性+pを持つ。ここでは

さらに意味論においても丁寧語であることを表すことにする。

∗4 vo::r は受身接続形の意。受動態の「られる」と接続条件が同じであるた
め、便宜上ここでは vo::r を指定して接続するものとする。
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(14) 「です」「ます」
ます ⊢ S

1

term | attr

+p

\S
v:: 1

cont

: (λP )(λc)Pc ∧ αup(hrr)∧down(sp)

です ⊢ S
1

term
+p

\S
n::da:: 1

stem

: (λP )(λc)Pc ∧ αup(hrr)∧down(sp)

「– ございます」の種類として、本動詞「ガ格＋ございま
す」、補助動詞「テ形＋ございます」、「形容詞文語残存連用
形 ∗5 ＋ございます」が挙げられる。

(15) 「– ございます」
ございます ⊢ S v

term | attr

+p

\NPga

: (λP )(λc)Pc ∧ αup(hrr)∧down(sp)

ございます ⊢ S v
term | attr

+p

\Ste

:(λP )(λc)Pc ∧ αup(hrr)∧down(sp)

ございます ⊢ S v
term | attr

+p

\S
a:: 1

cont
+l

: (λP )(λc)Pc ∧ αup(hrr)∧down(sp)

...

3. 制限のある敬語表現

以上、主な敬語表現について語彙項目を割り当てたが、これ
らのみでは説明できない現象が存在する。以下のような動詞に
は敬語化にあたり制限がある。(a) 語幹が一音節の動詞、(b)

外来語・擬態語・擬音語、(c)悪い意味を持つ動詞、(d)特定
の言い換えがある動詞、(e)その他慣習的に一部の尊敬語・謙
譲語の形にできない動詞、などである。

(16) a.*先生がお来になる。
b.*先生がおスケッチになる。
c.*先生がご失敗になる。
d.*先生が本をくれられる。
e.*先生がご水泳になる。

(16a)は、「来る」の語幹が一音節であるために「お/ご – に
なる」などの形にならないという例である。「来る」を尊敬語
にするときは「いらっしゃる」または「来なさる」「来られる」
の形で用いられる。(16b)は外来語、(16c)は悪い意味を持つ
語の例である。(16d)の容認可能性が低いのは、「くれる」に
「くださる」という特定の言い換えがあるためである。(16e)に
挙げられている「水泳する」という単語は以上のいずれにも当
てはまらないが、慣例的に「お/ご – になる」などの形になら
ない。
またこの他にも、「お越しになる」「ご覧になる」のように慣

習的に「お/ご – になる」の形で使われる語があり、これらに
も敬語化の際の制限がある。表 2 は、以上のような動詞の各
敬語表現についてまとめたものである。
表 2に見られるように、敬語化に制限のある動詞には、(i)

「お/ご –」の形にはならないが「– れる」などの敬語にはでき
るもの、(ii)敬語化自体できないもの、(iii)「お越し」など、は
じめから「お –」の形となっているためにそれ以外の形にでき
ないもの、の三種類があると考えられる。(i)のような動詞は

∗5 「美しゅうございます」など。
∗6 命令の意味で「おくれ」は使われる。

その辞書の中で+O/+G の素性値がつかないことにすれば良
い。(ii)は意味論の中の待遇の問題だと考えられる。(iii)のよ
うな単語には、二通りの扱いが考えられる。(a)「お越し」を
辞書の中であらかじめ尊敬語幹とする。(b)「お越し」を辞書
の中であらかじめ敬語語幹とする。

(17) 「お越し」
a.お越し ⊢ Sn::da | no

stem
+hn

\NPga\NPni

：(λy)(λx)(λc)okoshi(x, y) ∧ αup(x)∧down(sp)

b.お越し ⊢ Shon\NPga\NPni
：(λy)(λx)(λc)okoshi(x, y) ∧ αup(x)∧down(sp)

この二つのどちらにも問題がある。(18a)では、「お越しなさ
る」を導出することができない。「– なさる」は敬語語幹をと
らないからである。「お越し」とは別に「お越しなさ」を辞書
に入れることで解決できるが、本質的でない。反対に、(17b)

では「*お越しする」が過剰生成される。この場合、意味論の
中で処理されるものと考えられる。

4. 意味論についての考察

4.1 謙譲語の意味論
尊敬語、丁重語、丁寧語は (話者・聞き手の正体が判断可能

かどうかに問わず)上位・下位に置かれているものが一意に決
まる。一方謙譲語は、上位とされるものが語によって異なる
（菊池 (1997)[6]）。

(18) 謙譲語の高める対象
a. S\NPga\NPo でヲ格を高めるもの

例）待つ : 先生 をお待ちする。
b. S\NPga\NPni でニ格を高めるもの

例）会う : 先生 にお会いする。
c. S\NPga\NPni\NPo でニ格を高めるもの

例）返す : 先生 に本をお返しする。
d. S\NPga\NPni\NPo でヲ格を高めるもの

例）誘う : 演奏会に 先生 をお誘いする。
e. 「– から」を高めるもの

例）預かる : 先生 からごみをお預かりする。
f. 「–のために」を高めるもの

例）作る : 先生 のために料理をお作りする。
g. 「– と」を高めるもの

例）別れる : 先生 とお別れする。
h. 「– について」

例）聞く : 先生 についてお聞きする。

さらに語に複数の意味がある場合、その違いにも依存する
ことがある。

(19) a. 私がホールに山田先生をお送りする。
b. 私が山田先生にお歳暮をお送りする。

ここで「送る」という動詞が、(19a) では送迎、(19b) では
贈呈の意で使われている。(19ab)共に高められているのは「山
田先生」であるが、(19a) ではヲ格であり、(19b) ではニ格で
ある。

(18)(19)に見られるように、謙譲語において動詞がニ格を取
りながらニ格を高めないのは、ニ格が非人格的な物をとる場合
であるように見える。更にヲ格も高めないものは、ヲ格も非人
格的なものをとる動詞であるように見える。よって、ヲ格・ニ
格には、必須格/非必須格以上のより詳細な分類が必要なのだ
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終止形 言い換え お/ご–になる お/ご–だ お/ご–なさる お/ご–する –なさる –れる

見る ご覧になる – – – – 見なさる ?見られる
来る いらっしゃる、など – – – – 来なさる 来られる
スケッチする – – – – – スケッチなさる スケッチされる
はらはらする – – – – – はらはらなさる はらはらされる
失敗する – – – – – 失敗なさる 失敗される
盗む – – – – – – –

くれる くださる –∗6 – – – – –

水泳する – – – – – 水泳なさる 水泳される
お越しになる – お越しになる お越しだ お越しなさる – – –

ご覧になる – ご覧になる ご覧だ ご覧なさる – – –

表 2: 動詞と尊敬語表現の関係

分類 例
尊敬語 ご住所、お忙しい、お綺麗だ
謙譲語 ご案内、お恥ずかしい
丁寧語 お暑い、お寒い
美化語 お茶、お菓子

表 3: 敬語の分類

と考えられる。これについては、謙譲語の計算にあたりどこま
で詳細に分類する必要があるのかも含め、今後の課題とする。

4.2 名詞・形容詞・形容動詞
表 3 に示すように、名詞・形容詞・形容動詞に「お」「ご」

が接続されるとき、その敬語の種類は語により異なる。また
「お返し」「お鏡」のように「お」「ご」がつくと意味の変わる
単語も存在する。そのため、単語が敬語化された時のその意味
について表す仕組みが必要となる。

4.3 敬意の対象の表現
上記では、敬意の対象を表すために、意味論の中で up(ϕ)∧

down(ψ) のような記法を用いた。しかしこれ以外にも、Mc-

Cready et al. [7]のように、hon(ϕ, ψ)といった表記も考えら
れる。これは ϕが ψ に敬意を示していることを表す。ここで
は両者の違いについて検討する。
敬語表現が対象を「上位」と「下位」に分けるものだとすれ

ば、up(ϕ)∧down(ψ)の表現は適切であると言える。hon(ϕ, ψ)
は、高める/低める対象が複数となる場合、その組み合わせを
全て示す必要がある。しかし一方で、相対的な関係を表すに
は、hon(ϕ, ψ)のような表記が必要となると考えられる。
例えば、尊敬語と謙譲語を同時に使う二方面敬語には、

hon(ϕ, ψ)の表記の方がより向いている可能性がある。

(20) 部長が社長をご案内してくださった。

(20)のとき、社長＞部長＞話者という構図が成り立つ。
α オペレータ中での表記について、より広い可能性について
考慮した上で検討することが今後の課題である。

5. まとめと今後の課題

本稿では、主な敬語表現について、一部の特殊な例も含めて
統語範疇を割り当て整理をした。また意味論に敬語の使用条件
を加味するにあたり、格助詞の細分化の必要性があるという仮
説をたてた。また敬語表現の待遇条件を αオペレータを用い
て表したが、二方面敬語や二重敬語などを表すためには、意味

論の更なる分析が必要である。
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